
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（以下、CTC）では、クラウドサービスの基盤となる
データセンターを全国 5カ所に展開。ITアウトソーシングサービスを中心に多様なサービ
スを提供しています。そして、ディザスタリカバリーの対応やネットワークサービスの統合な
どを目指して、データセンター間をL 2網で結ぶWANを再構築。そのプラットフォームとし
てジュニパーネットワークスのVPLS（Virtual Private LAN Service）対応イーサネット・サー
ビス・ルーター「MXシリーズ」を採用。拠点規模に応じて選択できる豊富な製品ラインナッ
プや高いパフォーマンス、ジュニパー製品共通の「Junos OS®」などが評価されました。

クラウドの基盤となるデータセンターを全国に展開
CTC のデータセンター事業は 20年以上の歴史があり、常に先進的な最新技術を取り込みながら、日
本のデータセンター市場をリードしてきました。現在は、関東（大手町、渋谷、目白坂、横浜）、関西（神
戸）の 5カ所にデータセンターを構え、サービスを提供しています。そして、組織体制の面でもクラウ
ドビジネスにシフト。クラウドプラットフォーム事業グループを中心にデータセンターを基盤とする
クラウドサービスを全社レベルで強化しています。

クラウドプラットフォーム事業グループサービス運用部ネットワークサービス課課長の阿部治行氏は
「社内の各事業グループと連携しながら、事業を進めています」と話します。例えば、他事業グルー
プの SE が顧客ニーズに合わせてプライベートクラウドを構築し、そのシステムをデータセンターへ
預けて運用する例も少なくありません。

また、手軽に利用できるパブリッククラウドのサービスとして、仮想ホスティングティサービス
「TechnoCUVIC」を提供。サーバーやストレージ、ネットワークなどの ITインフラを月額料金で利
用でき、早期のサービスインやシステムの拡張・縮小が柔軟に行えるといった利点があります。

そして、東日本大震災を契機にBCP（事業継続計画）や DR（ディザスタリカバリー）対策として、クラウ
ドの活用に関心を寄せる企業が増える中、「データセンター間を結ぶ WAN が刷新され、関東のデー
タセンターを利用するお客様が、TechnoCUVIC サービスを使って関西のデータセンターで DRを行
うといった要望にも柔軟に対応できるようになりました」と阿部氏は説明します。

障害リスクや機器の運用などネットワークの課題を解消
CTCでは、東日本大震災の発生前から、データセンターネットワークの様々な課題を解消するため、
WAN 再構築を検討していました。その課題の１つが、スター型のネットワーク構成に起因するリス
クです。従来、東京・大手町のデータセンターを中心に各地のデータセンターをスター型で接続。
機器や回線の冗長化はしていたものの、「コアとなるデータセンターで大規模な障害が発生した場
合、ネットワーク全体が停止するリスクがありました。DR などのニーズに対応するためにも、データ
センターの WANを1から作り直す必要があったのです」とサービス統括部プロフェッショナル SE 課
の横堀雅人氏は話します。

また、ネットワークサービスの統合も課題でした。データセンターサービスの一環として提供してい
たインターネット接続サービスやセンター間接続サービスなどのネットワークサービスを個別に設
計して提供。サービスごとに機器や回線を選定、導入してきたため運用の手間やコストがかかって
いました。

例えば、センター間接続サービスでは、イーサネット多重化装置と専用線を利用してL 2サービスを
提供。ところが、データセンターを開設した時期によって導入する機器もまちまちで、「メーカーに
よって機器の OS やスペックも異なります。そのため、機器を入れ替えるたびにサービスの仕様や
運用管理の方法を変更せざるを得ない状況でした」とサービス運用部ネットワークサービス課の
衣目純氏は打ち明けます。また、導入していたイーサネット多重化装置は広帯域の 10Gbps へ拡張
できず、増大するトラフィックへの対応も課題となっていたのです。
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拠点規模に応じて選択できるVPLS対応「MXシリーズ」を採用
クラウドプラットフォーム事業グループでは、データセンターを結ぶ WAN
の再構築に着手し、イーサネットリングや VPLS などの L 2技術を比較・検
討しています。そして、イーサネットリングはベンダーの独自仕様に準拠
することが多いことから採用を見送り、標準技術の VPLS の導入を決定し
ました。標準技術にこだわったのは、ネットワークを拡張する際、標準に
準拠するマルチベンダーの機器を柔軟に導入できるとのメリットがあっ
たためです。

MPLS 技術を拡張した VPLSは、パスを柔軟に設定できるTE（トラフィック
エンジニア）や障害時の高速経路切り替え機能などの特長を装備。クラウ
ドプラットフォーム事業グループは、複数ベンダーからVPLS 対応機器を
借りて機能や操作方法を確認した後、ジュニパーネットワークスのイーサ
ネット・サービス・ルーター「MXシリーズ」を採用しています。決め手の1
つが「ハイエンド機からローエンド機まで多彩な製品ラインナップが用意
され、適材適所に機器を選択できることです」と横堀氏は説明します。

そして、関東の 4カ所のデータセンターへ MX 480シリーズ、比較的トラ
フィックの少ない関西のデータセンターへ MX 80シリーズを導入。デー
タセンター間を10Gbps の回線速度でメッシュ接続し、LAN 型ネットワー
クを構築しています。「MXシリーズはすべてのモデルで ASIC 処理を採用
し、ローエンド機でも高いパフォーマンスを確保できます」（横堀氏）。

ちなみに、関東のデータセンターを結ぶ WANを先行し、関西は 2012年に
接続する計画でしたが、東日本大震災後の DR 需要の急増などを受けて、
半年ほど前倒し。「関東のネットワーク設計、設定情報を関西のデータセ
ンターへ適用し、検証の手間もそれほどかからず、スピーディに構築でき
ました」と横堀氏は MXシリーズを評価します。

VPLS 網はデータセンター間の基幹ネットワークとなるだけに高い可用性
と耐障害性が要求されます。そのため、技術要件の 1つに高速な経路切
り替えを挙げ、ジュニパーの協力を得ながらテストを実施。回線断や機
器故障などを想定し、擬似的な障害を発生させたテストでも、1秒未満の
高速切り替えを実現しています。

EXシリーズやSRXシリーズも Junos OSで一元管理
CTC の各データセンターでは MXシリーズのほか、イーサネット・スイッチ

「EXシリーズ」とサービス・ゲートウェイ「SRXシリーズ」を導入。EXシリー
ズはハウジング / ホスティングする顧客のシステムやクラウドサービスを
収容するアクセススイッチとして機能。イーサネットフレームをトンネリ
ング技術により透過的にMXシリーズに渡しています。

そしてSRXシリーズは、Web サーバーや DNS サーバーなどが設置された
DMZのファイアウォールとして活用。EXシリーズ、SRXシリーズ、MXシリー
ズはジュニパー製品に共通するネットワークOS「Junos OS」で一元的に
運用管理。「ルーターやスイッチを同一の OSで運用できるので、エンジ
ニアの負荷を軽減できます。今後、運用手順を定型化するなど、効率的
なオペレーションにより、運用の手間やコストを下げられるはずです」と、
データセンターの運用業務を担うサービス運用部ネットワークサービス
課の飯田悠太氏は期待します。

VPLSを採用したデータセンターネットワークにより、様々な効果が出てい
ます。その１つが、TE によるパス経路の柔軟な設定です。例えば、キャリ
アから借りている専用線のメンテナンスや、遅延などで回線の品質が低
下したときに、「経路を異なるキャリアの回線に切り替えることで、データ
センターの利用者に安定した通信品質でサービスを提供できます」と阿
部氏は説明します。

また、社内の各事業グループが開発した SaaS や PaaS、IaaS などのサービ
スをVPLS 網上に載せて顧客に提供する動きも加速しています。こうした
データセンターネットワークの活用とともに、クラウドプラットフォーム事
業グループでは今後、提携するデータセンター事業者へVPLS網を拡張す
る計画もあります。その際、「小型の MXシリーズを設置するだけで、デー
タセンターサービスのリーチを広げられます。この拡張性もジュニパー
製品を選択した理由です」と横堀氏は述べます。

CTCでは、2013年春、横浜に新棟を建設するなどデータセンター事業を強
化。ジュニパーネットワークスでは、データセンターのネットワーク基盤を
最適化する多彩な製品を通じ、CTCのクラウドビジネスを支援しています。

VPLS マルチテナンシーネットワーク
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